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（２）産業廃棄物

プラスチック排出量

プラスチック再生利用量

マテリアルリサイクル

27.2 万t 15.3 万t 5.0 万t
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廃プラスチック類の処理状況の詳細

廃プラスチック類の主な排出業種

廃プラスチック類の処理状況
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【参考】目標項目

(

案

)

の現状値

③プラスチックの有効利用率：

68

％
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（１）一般廃棄物

カッコ内は発生量に対する割合

プラスチック排出量

プラスチック再生利用量

マテリアルリサイクル

49.1 万t 6.7 万t 3.5 万t

ケミカルリサイクル

3.2 万t

プラスチック焼却量

熱利用

42.4 万t 42.2 万t

単純焼却量

0.2 万t

・排出量、集団回収量、焼却量、再生利用量：

2019

年度の一般廃棄物処理実態調査の速報値

・

プラスチック焼却量 ：

府内

43

市町村のごみ焼却量の合計×府内平均混入割合（

2014

～

2019

年度）

・熱利用焼却量と単純焼却量の割合 ：

2018

年度の余熱利用実績（焼却量ベース）により按分

《内訳》

○行政による容器包装プラスチック回収量等

ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ製容器包装：4.9万t、ﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙ：1.8万ｔ

《内訳》

○生活系ごみ：21万ｔ(焼却量の16%)

・可燃ごみ(ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ製容器包装16万ｔ、ﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙ1.3万t)

・粗大ごみや資源ごみの内、汚れがひどいもの等資源化

できないもの

○事業系ごみ：21万ｔ(焼却量の17%)

(本来産業廃棄物であるが、一般廃棄物に混入したもの)

発電・温水利用

【参考】目標項目

(

案

)

の現状値

①容器包装プラスチック排出量：

24

万トン（

6.7

＋

(16

＋

1.3)

）

②容器包装プラスチック再生利用率：

28%

（

6.7

／①）

③プラスチック有効利用率：

99.5

％（

(3.5

＋

3.2

＋

42.2)

／

49.1

）

固形燃料化：0.02万ｔ

※

四捨五入の関係で

合わない場合がある


